
■ プログラム起動時

・パソコン上でアクセス可能なローカルハードディスクと要領の一覧を表示します。

■ 準備

・メニューから [ツール] → [送信元メールアドレス設定] にて設定画面を開き情報を登録します。

・メニューから [ツール] → [送信先メールアドレス設定] にて送信先アドレスを登録する



・ドライブごとにしきい値を指定します。

※ しきい値の設定は空き容量と使用率のいずれかで指定できます。

準備はこれだけです。

・メニューから [ヘルプ] → [ご意見・ご要望] を選択し下記ページに書き込みをしていただけると

　とてもうれしいです``r(^^;)ﾎﾟﾘﾎﾟﾘ

メールでのお問い合わせはこちらにお願いします。

info@techbee.biz



■ 運用

・プログラム実行時にコマンドライン引数として AUTO を与えるとバックグラウンドで起動して容量を

　判定します。

・非常にわかりにくいですが、次のようにしていただけば簡単です。

１．プログラムを右クリックしてショートカットの作成をします。

２．ショートカットを右クリックします。

３．リンク先の末尾に " AUTO" を付加します。

４．スタートアップか、タスクスケジューラにてこのショートカットを起動する設定をします。

５．容量がしきい値を超えたら次のようにメールを送信します。

タイトル 【警告】ハードディスクの空き容量が減少しています。

本文 C ドライブの使用率が基準値を超えています。

61% です。

D ドライブの空き容量が不足しています。

65,110MB です。


